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事業の目的

① ミナミの事務所への来所やSNS等を通じて、若者への食糧等の生活必需品を提供

② 支援物資の提供等をきっかけとして、関係性を構築し、相談窓口等へと誘導

ミナミ周辺の若者に対する支援事業
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開設日 令和８年４月21日

開所日 毎週火曜日・金曜日（祝日の場合は振替）

相談体制 大阪市が特定NPO法人D×Pに運営委託
管理者、相談支援員３名、事務職員

相談方法 対面もしくはメールなど

来所方法 詳しい場所は、DMかメールでやり取り

場所 D×P なんばユースセンター（大阪・なんば）

開設時間 13：00～19：00

［※ 事業を通じて、様々な困難を抱えるミナミの若者の状況を調査・集計］

委託先 認定NPO法人 D×P



相談支援の流れ

生活必需品

（食糧など）支援を知る

問合せ・

住所へ行く

受取

生活必需品

（食糧など）

受取 ２回目以降

生活必需品

（食糧など）

個別面談 関係機関への同行 関係機関接続後の
フォローアップ

生活必需品（食糧など）支援

支援へのつなぎ

つなぎ先の例）

・保健、医療…医療機関

・生活福祉…各区保健福祉センター、障がい者基幹相談センターなど

・民間団体…居住支援法人など

・その他…就労支援、法律相談など
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・TikTok・ホームページ

ポスター・カードなど

・DM・メール ・簡単なヒアリング

・何度も利用可

・コミュニケーションを
重ねる

・話しやすい雰囲気

・関係を築く

・対面もしくはDMでの相談可能

・会話の中で、困っていることや生活のことを
相談できるよう働きかける
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物資提供スペース

相談ブース

来所時の利用案内

生活必需品の例

事務所全体 受付
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TikTok ポスター

広報ツール

Instagram
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ホームページ

広報ツール

なんばユースごはんパス 検索

「※または右記のQRコードからアクセスできます」

事業の概要が伝わるWebページ（ライディング
ページ）を作成。TikTok申し込みフォーム掲載 5



利用実績 ※数値はのべ数（カッコ内は実数）

運営の状況

支援物資提供 のべ81人（実数36人）

相談対応 のべ15人（実数6人）

同行支援 5人

・ご利用者の声

利用実績 ４月 ５月 ６月 合計

開所日 ３日間 ８日間 ９日間 20日間

支援物資提供 7 36 38 81

支援物資提供
（実数） （６） （22） （23） （37）

相談対応 １ ３ 11 15

同行支援 0 1 4 5

• 集計：令和8年４月21日から令和8年6月30日まで
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画像については、許諾の関係により非表示

• NHK取材放送（４月21日）

報道・取材・視察 - ① -

大阪“グリ下”若者の支援強化食品提供きっかけに関係づくり
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•

•

•

•

報道・取材・視察 – ② -
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時事通信

堺市こども青少年局
こども青少年育成部こどもの未来応援室

政令市市長会こども部会

福岡市役所こども未来局こども健全育成課

ｉＪＡＭＰポータル掲載

情報連携（４月21日）

報告（５月18日）

視察訪問（６月８日、９日）
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